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	13:00　開会挨拶
	井上　誠先生（にいがた摂食嚥下障害サポート研究会会長）
	13:05　摂食嚥下治療登録医研修　症例報告（15分×1名）
	「下咽頭癌術後患者に対し摂食嚥下リハビリテーションを行った一症例」
	座長　鈴木　拓先生（新潟大学医歯学総合病院　摂食嚥下機能回復部）
	演者　空閑阿礼先生（ひまわり歯科）
	13:20　講演1「新潟南病院における歯科の役割について」（30分講演，5分質疑）
	座長　鈴木　拓先生（新潟大学医歯学総合病院　摂食嚥下機能回復部）
	講師　羽尾直仁先生（新潟南病院歯科）
	13:55　企業紹介
	14:35　講演2「サルコペニアと嚥下障害」（60分講演，10分質疑）
	座長　井上　誠先生（新潟大学大学院医歯学総合研究科摂食嚥下リハビリテーション学分野）　講師　國枝 顕二郎先生（岐阜大学医学部附属病院脳神経内科）
	15:45　講演3「新潟大学医歯学総合病院摂食嚥下機能回復部の過去，今，未来」（60分講演，10分質疑）
	座長　吉原　翠先生（新潟大学大学院医歯学総合研究科摂食嚥下リハビリテーション学分野）
	講師　井上　誠先生（新潟大学大学院医歯学総合研究科摂食嚥下リハビリテーション学分野）
	馬場洋徳先生（にいがた摂食嚥下障害サポート研究会副会長）

